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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はアネキシンファミリーのメンバーをコードします。このカルシウム依存性リン脂質結合タンパク質ファミリーのメンバーは、細胞増殖の調節およびシグナル伝達経路において役割を果たします。このタンパク質は、破骨細胞形成および骨吸収を促進するオートクリン因子として機能します。この遺伝子には、それぞれ4番染色体、9番染色体、および10番染色体に位置する3つの擬遺伝子があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:一対のアネキシン反復配列が、カルシウムとリン脂質の1つの結合部位を形成する可能性があります。,機能:カルシウムに対する親和性が陰イオン性リン脂質によって大幅に高まる、カルシウム調節性膜結合タンパク質です。2つのカルシウムイオンと高い親和性で結合します。熱ストレス応答に関与している可能性がある。,その他:細胞膜リン脂質をアクチンおよび細胞骨格と架橋し、エキソサイトーシスに関与している可能性がある。,オンライン情報:Red velvet - 2007年9月号第86号,PTM:Tyr-24のリン酸化は、熱ストレスによって誘発される細胞表面への移行を促進する。,類似性:アネキシンファミリーに属する。,類似性:4つのアネキシンリピートを含む。,細胞内局在:細胞膜直下のラミナ内。質量分析により、ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画で同定された。ゴルジ体非依存的メカニズムにより細胞質から細胞表面へ移行する。,サブユニット:S100A10/p11の軽鎖2本とANXA2/p36の重鎖2本を含むヘテロ四量体。 ATP1B1およびDYSFと相互作用します。
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	パラフィン包埋ヒト脳組織におけるアネキシン II 抗体の免疫組織化学分析。
	

	Annexin II 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。
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